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研究成果の概要（和文）：　人口の高齢化は在宅患者の数の増加を伴っており、在宅患者に適切なケアを提供す
る在宅ケア支援システムが必要になる。厚生労働省は、システムを開発し、在宅ケア患者の生活の質（QOL）を
向上させる必要性を強調した。QOLを改善するためにはPD患者と医療スタッフ間の会議と、継続的な医療情報の
モニタリングをWeb経由で簡単に実行できるシステム開発が必要となる。
　本研究では構築システムで、患者の意見を医療スタッフに提示することができ、患者と医療スタッフは意見だ
けでなく患者の重要なデータも共有できた。このため本開発システムは、在宅患者による使用を推奨でき、在宅
でも治療が可能となり、QOLが向上した。

研究成果の概要（英文）： The aging of the population has been accompanied by an increase in the 
number of home patients. This has resulted in the requirement for a home care support system to 
provide adequate care for home patients. The Ministry of Health, Labor, and Welfare in Japan 
developed a system for the implementation of palliative care and emphasized the need to increase the
 quality of life (QOL) of home care patients. In this study to improve their QOL, conferencing 
between the PD patient and medical staff and constant monitoring could be performed easily via the 
Web. 
 The information exchanged system allows the opinion of the patient to be shown to the medical 
staff. In addition, the patient and medical staff can share not only the opinion but also the 
patient’s vital data.
 The system developed here can be recommended for use by home patients. The patient can receive the 
same treatment as at the hospital while at home, leading to improved QOL. 

研究分野： 慢性看護

キーワード： 腹膜透析　遠隔看護　慢性期看護　ICT

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本邦の透析患者の高齢化は著しく、年々数値は増加している。このような現況において、透析療法を導入する
高齢患者のほとんどが血液透析を選択している。血液透析は高齢者にとって心血管系の合併症である血圧低下を
きたしやすい。一方、循環動態への影響が少ない持続的血液浄化療法である腹膜透析の方が高齢者に適した透析
療法と考え,在宅を中心に地域における多施設間でWebを利用した情報共有や連携が図れる地域包括ケアシステム
を支援するシステムの構築、ネットワークモデルの開発となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本邦の透析患者の高齢化は著しく、2012 年の「わが国の透析療法の現況」日本透析医学会統

計調査によれば、透析患者の平均年齢 66.9 歳、導入時平均年齢は 68.4 歳となっており、高齢透

析患者数の増加を認めている。実際に約半数の透析患者は 65歳以上で、75歳以上は全透析患者

の約 30%を占めている。年々数値は増加しており、高齢者に多い糖尿病や腎硬化症などを基礎疾

患とする透析患者の増加により、2025 年には高齢透析患者数のさらなる増加が予想される。ま

た高齢者は若年者とは異なった高齢者特有の病態に加えて、身体的、精神的、社会的問題を有し

ており、慢性腎不全の治療や透析療法ではそれらを包括的に検討し治療方法を選択する必要が

ある。このような現況において、透析療法を導入する高齢患者のほとんどが血液透析を選択して

いる。血液透析は高齢者にとって心血管系の合併症である血圧低下をきたしやすい。一方、循環

動態への影響が少ない持続的血液浄化療法である腹膜透析の方が高齢者に適した透析療法と考

えられている。しかし、わが国の「慢性透析療法の現況」によれば、年齢別の腹膜透析患者の比

率は 60歳以上ではわずか 3.1%であり、その選択率はきわめて低い。腹膜透析は緩徐な持続的血

液浄化療法であるため、循環動態を一定の状態に維持することが可能である。このことは心血管

系合併症を多く抱える高齢腎不全患者には大きなメリットである。また、高齢透析患者の介護負

担について、Belasco らは介護支援を必要とする高齢透析患者の介護者の QOL について検討して

いる。彼らの報告によれば、高齢透析患者の介護者の QOL は低下しており、32%にうつの徴候が

あったと報告している。とくに腹膜透析の患者の介護者ではその傾向が強いことが示されてい

る。透析療法開始当初は、腹膜透析 

でのバック交換などが自立できてい

ても、加齢に伴い在宅支援が必要に

なる患者も多い。また厚生労働省は

高齢者が住み慣れた地域で自分らし

く暮らし、人生の最期まで続けられ

るように、医療・介護・予防・住まい・

生活支援を一体的に提供する体制で

ある「地域包括ケアシステム」の構築

を推進している（図 1参照）。 

 

２．研究の目的 

本研究では在宅を中心に地域における多施設間で Web を利用した情報共有や連携が図れる地

域包括ケアシステムを支援するシステムの構築をおこない、ネットワークモデルを開発するこ

とである。 

 

３．研究の方法 

患者宅システムと施設側システムの双方向通信システムを用いて、Web 用スクリプト言語を使

用して、サーバープログラム、データベースで構成した。内容は表示・記録項目、排液色や尿量、

性状、バイタルサイン、メッセージ、食事内容、画面を作成した。 

 

４．研究成果 

透析記録の入力・表示がおこなえ、双方向テレビ通話システムを用いて高齢在宅透析患者が医

療機関と介護事業所等の施設の医師や看護師に情報伝送できるシステムを構築した（図 3参照）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 既構築システムに透析支援システムを付加した構築システム 

 

本構築システムの動作例を以下に示す（図 3、4参照）。 

（1）透析記録 

注液量、排液量を入力すると、除水量は自動で合計値が計算可能 

（2）一日の記録 

出口部の写真を見ることで視覚的な観察が可能となった。 

（3）通知患者と医療従事者との情報交換が可能となり、気づいたことを、その都度の状況を伝

えられるようになる。緊急性の有する際には、直接連絡を可能としている。 

各機能によらない共通の特徴としては、入力作業はプルダウンメニューを導入すること

で、簡便な操作で記録が可能となった。ヘッダー部のメニューにより、利用したい機能に

即到達できた。 

ICT の利用による利点は、データ共有のリアルタイム性やデータの一元管理、紙運用時

と違い紛失がないとこである。また、高齢者への配慮できるだけ操作性の簡便性を重視し

たフォントサイズや図などをより大きな表示にした。 

 

以上のことから、本構築システムは高齢者の在宅腹膜透析における記録ノートを Web 上で管

理することが可能となった。また、在宅と医療機関との情報共有のリアルタイムが可能となった。 

高齢者の在宅腹膜透析患者・家族の介護負担を軽減し、住み慣れた地域で自分らしく安心して

暮らし、人生の最期を迎えることができるためには、在宅と施設、施設間、職種間で情報を共有

し連携することにより地域包括ケアシステムが可能となった。この情報連携を迅速かつ有効に

進めていくためには、近年のモバイル化の進展やクラウドサービスを利活用し、地域をつなげる。

その実現のための技術開発や知見の獲得を、実践的なシステム作りから明らかになった。また、

これからの高齢者は情報機器の利用に慣れている人が多いことが予測されるため、本システム

の利活用は可能と考えられ、高齢者の介護負担・安心だけでなく、アドヒアランスも高まる可能

性がある。つまり、高齢者の自律性が高められ積極的に医療・介護参加医療ファシズムが形成さ

れる。得られた結果を公開し、日本各地にある同様のシステム開発に役立てられ、高齢透析患者・
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家族に最大限還元できると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 従来の記入式ノート例（ａ）と本構築シ

ステムの入力例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 模擬患者の入力データ例   

 （ ａ ） 筆記式記入ノ ート 例 （ ｂ ） 構築システムの入力例
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